　　　　　　　　　　　　　２０２３年度年間事業計画の実施状況　　　　　　　　　

①、の項目については、
今年度は、利用者さんが亡くなられたり、長期の入院になられた方が出られたりと、コロナ以
上に経営状況が逼迫してきている。また、４月からは補助金の見直しも行われる状況になり、ま
すます苦しい状況である。新規利用者さん獲得に向けてより積極的な行動が必要とされてきた。
利用者さんの工賃向上に向けても、物品販売を開始したが、これもより強力な行動を起こさない
といけない状況になってきた。
2 、の項目については、
利用者さんのケース会議をその都度しっかり行えるようになってきた。検討された課題をみ
んなのものにし、しっかりと対応できていると思われる。支援計画も個人個人しっかり立てて
行けたと思う。利用者さんの生活に対するのかなり深い部分まで、職員が関われていると自負
している。オンライン診療も充実して、医療連携もかなり充実してきた。在宅支援についても、
それぞれの利用者さんに対応したものになっているようだ。
③　、の項目については、
やっとコロナが落ち着きだしたので、かつて計画していた大人数でのレクレーションを行うことができるようになってきた。天気や気候を考えて、室内でのレクレーションもかなり充実してきた。
4 、の項目については、
今年度の研修は、コロナの落ち着きとともに本来の研修を実施できたと思う。特に昨今問題
になっている福祉施設現場における、人権問題や虐待拘束等の研修も必要に応じて実施してき
た。また、コロナを通して色々な感染症の対策についても研修できた。毎年思っているのだが
ＡＥＤの研修を来年度は何とか取り入れたい。
　　　　
5 、の項目については、
今年度は、コロナも収まってきたので後半は正規の人数での避難訓練を行った。
6 、の項目については、
今年度は、医療連携もあったので、地域の医療機関との連携を進めてきた。また、利用者さん
の生活を支える意味で、グループホームとの連携や、訪問看護ステーションとの連携、移動支援
のヘルパー派遣との連携も重要な課題となっている。
